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ＮＴＴインターコミュニケーション・センター [ICC] 

常設展「オープン・スペース 2017 未来の再創造」の開催について 

 

 

 

 

 

 
 

 
※ 1 日本の電話事業 100 周年記念事業として、また NTT の文化・社会貢献活動の一環として、1991 年からプレ活動を開始し、1997 年東京 

（新宿区西新宿<初台>）にメディア・アートの展示を中心としてオープンした文化施設。 

※ 2 コンピュータをはじめとするさまざまな先端メディア・テクノロジーを使用したアート作品を総称する言葉。 

※ 3 展示内容については、予告なく変更になる場合があります。 
 

 

１．常設展「オープン・スペース 2017 未来の再創造」について 

 (1) 開催期間：2017 年 5月 27 日（土）～2018 年 3月 11 日（日） 午前 11 時～午後 6時 
休館日：毎週月曜日（祝日の場合翌火曜日、但し 2月 12 日は休館、2月 13 日は開館）、年末年始(12 月 28 日～1 月 4日)、  

ビル保守点検日(8 月 6 日/2 月 11 日) 

休館日以外においても開館時間の変更および休館の場合があります。最新情報は ICC ホームページなどでお知らせします。 
 

   (2) 入場料 

無料 
 

   (3) 主な展示作品 

①メディア・アート展示  

国内外のアーティストによるさまざまな作品を紹介します。 

 

        ＜展示作品例＞ 

緒方
お が た

壽人
ひ さ と

（Takram
タ ク ラ ム

）《Oto-megane》 2013 年  
 

 

一見すると何も映っていないディスプレイ。近づいてみると

色々な音が聞こえてきます。「音めがね」をかざしてこの真っ

白な画面を覗いてみると、音の意外な正体が……。普段は

「聴く」ものである音に「見る」という行為が重なることで新た

な体験が生まれます。 

 

 

■ ＮＴＴ東日本が運営する文化施設ＮＴＴインターコミュニケーション・センター※1（以下ICC）では、常設展示

内容を大幅に入れ替え、2017年5月27日（土）より、「オープン・スペース 2017 未来の再創造」展を開

催します。（入場無料）。 

■ 本展覧会では、ICCが開館20周年を迎え、これまでの20年をふりかえりつつ、これからの20年にどのよ

うな新たな未来を提示することができるのかをあらためて考え、未来のビジョンを再創造することをテー

マとします。 

■ メディア・アート※2の代表作や新作、歴史的な作品、教育機関による研究成果としての作品などが展示

され、作品を楽しむだけでなく、その背景にある現代の多様化したメディアやコミュニケーションの在り方

などについて考えるきっかけとなることをめざしています。※3 



スグウェン・チャン 《ドローイング・オペレーションズ・ユニット》 2015 年 

 
 

人間と、その人の描画動作を模倣するようにプログラムされ

たロボットアームとが、協働して同時に1枚のドローイングを

描いていきます。すると、人とロボットがお互いの動きを解

釈しあっているかのような関係性が生まれます。プロジェク

トは現在も進行中で、自動化や自律性、芸術表現における

人とロボットとのコラボレーション、さらに行為の主体性など

がテーマとなっています。 

 

 

 

 

evala
エ バ ラ

 [See by your ears]  

《Our Muse》（新作）  

《大きな耳をもったキツネ》（2013-2014、鈴木昭男との共作） 

 
 

[See by your ears]は、完全暗転した暗闇の中で、音の粒が

飛び跳ね、うねり、「耳で視る」というまったく新しい聴覚体

験をもたらすサウンド・プロジェクトです。 

今回は、複雑な音響プログラムによって作曲された、4 ピー

スからなるサウンド・インスタレーション・シリーズ《大きな耳

をもったキツネ》において、新作《Our Muse》を追加して展開

します。本作は特殊マイクロフォンによって録音された自然

音などを素材に、楽器が巨大化したり、耳が水であふれた

りといった神秘的な感覚を生む立体音響作品です。そこで

はまるで音が生き物のように感じられ、動的に変化し続ける

「音のアーキテクチャ」が浮かび上がります。その音の気配

に耳を澄ませるとき、体験者の脳内には様々なイメージが

表出し、「耳で視る」と表現される、人の知覚を拡張する新

感覚のバーチャル・リアリティが体験できます。 

 

 

 

 

三原
み は ら

聡一郎
そういちろう

 《  鈴》 2013 年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ガラスドームに包まれた作品回路に内蔵された GM 管が環

境放射線を検知すると、ガラスベルが風鈴の様に音をたて

ます。古来、人が知覚できない邪気を捉え払うために吊るさ

れていた小さな鈴のいわれをモチーフに、科学が発達した

現代においてこの響きを放射線の存在と共に体験する作品

です。東日本大震災後に作家が開始した「空白のプロジェ

クト」の 2 作目として制作されました。 

 

 

 

 

 
          



ユェン・グァンミン 《微笑む木馬》  2011 年 

 
 

ディスプレイには、女の子が木馬に乗って、去っていく様子

が映し出されます。しかし、木馬が揺れ始めると、ディスプレ

イの前に取り付けられた実物の木馬の一部が動かないの

と同様に、映像の中の木馬の位置は動かず、代わりに映像

の領域全体が、ディスプレイのなかで揺れ始めます。ごく日

常的な情景を題材にしながら、その視点をずらすことによっ

て、わたしたちのリアリティについて問い直そうとする作品で

す。 

 

 

そのほかの出品アーティスト 
 

岩井俊雄
い わ い と し お

／徳井
と く い

直生
な お

＋堂園
どうぞの

翔矢
しょうや

（Qosmo
コ ズ モ

）／オーラ・サッツ／nor
ノ ア

／グレゴリー・バーサミアン／カイル・マク

ドナルド 
 
②研究成果 作品展示 
大学などの研究機関における研究成果や事例を紹介するコーナーです。 
技術者や教育現場から発想される未来像を提示するとともに、最先端技術の共同研究発表の場としても
展開していきます。 

 
      ＜展示作品例＞ 

慶應義塾大学 松川
まつかわ

昌平
しょうへい

研究室
けんきゅうしつ

＋SBC合同研究会＋archiroid
ア ー キ ロ イ ド

 

 
ARKHITEKTOME／アルキテクトーム 2015（参考図版） 

©慶應義塾大学SFC松川昌平研究室 

慶應義塾大学 SFC（湘南藤沢キャンパス）では、SBC

（Student Build Campus）と題した、SFC に学生・教員・職

員が一丸となって「大学の未来とは何か」という問いに取

り組み、新しい滞在型教育研究施設を共創するプロジェク

トが進行中です。今年度は、第 2期の施設が完成予定の

ほか、松川研究室の主導による第3期の設計作業が進め

られています。本展では、第 3期の設計のプロセスそのも

のを展示します。 

 

 
 

慶應義塾大学 鳴川
なるかわ

肇
はじめ

研究室
けんきゅうしつ

 

 
「グッドデザイン大賞記念 オーサグラフ世界地図展 –mapping our planet–」 

展示風景（2017、GOOD DESIGN Marunouchi） 

撮影：慶應義塾大学 鳴川肇研究室 

鳴川研究室では、美術とエンジニアリングに共通するツー

ルとして立体幾何学をとらえ、ジオデシックドームと呼ばれ

る軽量構造物の設計、テンセグリティー構造と呼ばれる軽

量構造体の研究、オーサグラフと名付けた歪みの非常に

少ない世界地図図法の開発などを行なっています。本展

では、オーサグラフを用いたテーマ地図などを展示するこ

とにより、世界の見かたを更新する可能性を提起します。 

 

 
 

③新進アーティスト紹介コーナー「エマージェンシーズ！」 
  今後期待される新進アーティストやクリエイターの最新作品やプロジェクトなどを紹介するコーナーです。 

（年間 3回展示予定）過去 ICC においては 30 組のアーティスト作品を展示しております。 



エマージェンシーズ！ 031 具志堅
ぐ し け ん

裕介
ゆうすけ

 展示期間：2017 年 5月 27 日（土）～8月 13 日（日） 

エマージェンシーズ！ 032 小林
こばやし

椋
むく

    展示期間：2017 年 9 月 12 日（火）～11 月 26 日（日） 

エマージェンシーズ！ 033 和田
わ だ

夏実
な つ み

   展示期間：2017 年 12 月 19 日（火）～2018 年 3 月 11 日（日） 

 

④その他の展示・施設  

ＩＣＣ活動に関する映像アーカイブ「ＨＩＶＥ（ハイヴ）」のコンピュータ端末閲覧により、ＩＣＣの歴史に多面的

に触れることができます。 

 

⑤関連イベント 

会期中には、出品アーティストや有識者を招いたトーク、レクチャー、シンポジウム、ワークショップ、毎月

1回学芸スタッフによる作品解説ツアーを開催するなど、さまざまなプログラムを用意しています。 

 

 

２．20 周年記念ロゴ 

ICC 開館 20 周年にあたり、さらに 20 年後に向けた展開をデザインした、20 周年記念ロゴを制作しました。 

これは ICCのロゴを手がけた矢萩喜從郎
やはぎ  き じ ゅ う ろ う

氏のデザインによるものです。 

 

   
 

 

３．今後のイベント・展示予定 

（1）20 周年記念イベント 

20 周年記念イベントとして、国内外の文化機関との連携などを通じて、プレ・イベントやさまざまなゲストを

招いた催しを行なう予定です。 

 

プレ・イベント 

「これまでの 20 年／これからの 20年 その先へ」 

2017年度のオープンに先がけて、今年度の「オープン・スペース」展のテーマに則したトーク・セッションを開

催します。 

 

     セッション 1 

「人工知能とアート 来るべきもの」 

     2017 年 5月 13 日（土）午後 2時より 

会場：ICC 4 階特設会場 

 

 人工知能は、いま新しいフェーズに入り、さまざまなかたちで社会に実装されようとしています。来るべき「ポ 

スト・ヒューマン」時代に向けて、わたしたちは人工知能とどのように創造的に協働することができるのか、

どのような美学的な可能性を持っているのか。それは、わたしたちにとって何であるのか、あるべきかを、さ

まざまな実践を通して考え、議論したいと思います。 

 

 

 



出演 

徳井
と く い

直生
な お

（Qosmo
コ ズ モ

） 

中ザワ
な か ざ わ

ヒデキ
ひ で き

（美術家／人工知能美学芸術研究会代表） 

yang02
や ん ツ ー

（アーティスト） 

久保田
く ぼ た

晃弘
あきひろ

（多摩美術大学教授） 

畠中
はたなか

実
みのる

（ICC） 

 

セッション 2 

「これからのテクノロジー環境における新しいヴィジョンを求めて」 

2017 年 5月 14 日（日）午後 2時より 

会場：ICC 4 階特設会場 

 

現在、人間とテクノロジーを融合させた様々な動きがある一方で、人間や社会の機能不全に対し、テクノ

ロジーはどのように介入することができるのでしょうか。 

現代のテクノロジー環境の中で、持続可能な人間像、社会像をいかに構築することができるのか。未来

に向けた、新しいビジョンの思考が望まれています。 

ICC の 20 周年を参照点とし、人間とテクノロジーの関係について、多角的な視点から議論します。 

 

出演 

伊藤
い と う

亜紗
あ さ

（東京工業大学） 

緒方
お が た

壽人
ひ さ と

（Takram
タ ク ラ ム

） 

ドミニク・チェン（早稲田大学准教授／NPO コモンスフィア理事／Dividual 共同創業者） 

塚田
つ か だ

有那
あ り な

（編集者／Bound Baw
バ ウ ン ド ・ バ ウ

編集長） 

渡邊
わたなべ

淳司
じゅんじ

（NTT コミュニケーション科学基礎研究所） 

畠中
はたなか

実
みのる

（ICC） 

 

（2）ＩＣＣ キッズ・プログラム 2017 （仮称） 

開催予定期間：2017 年 7月 15 日（土）～2017 年 8月 31 日（木） 

最新のメディア・アートに触れることで子どもたちの好奇心と想像力を育むことを目的に、2006 年より開催

している夏休み期間に開催する子どもをおもな対象とした展覧会です。 

 

（3）企画展「坂本
さかもと

龍一
りゅういち

 featuring 高谷
たかたに

史郎
し ろ う

 設置音楽 2」（仮称） 

開催予定期間：2017 年 12 月 9 日（土）～2018 年 3月 11 日（日） 
      世界的に活躍する音楽家、坂本龍一による「設置音楽」の新作を発表します。アルバム「async」で顕著に 

なった、同期しない音によって空間的に構成される音楽を高谷史郎の映像によってインスタレーションとし 

て提示します。 

 

*開催日程、内容については、後日ＩＣＣホームページ(http://www.ntticc.or.jp/)にてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

http://www.ntticc.or.jp/


４．その他  

（1）館内案内板の多言語化 

世界中から日本への関心が高まる中、海外からのインバウンドも含めた国内外の外国人のお客様にもスム

ーズにご観覧いただくために、館内案内板を中心とした多言語対応（日・英・中・韓）を実施いたしました。  
 

        
 

(2)新ベビーコーナーの設置 

お子様連れのお客様でも安心してご来館いただけるよう、おむつ替えシート 2台や調乳専用給湯器、流し台

等も備えた新しいベビーコーナーを設置いたしました。ご家族連れでのご来館もお待ちしております。   

        
 

５．ICC のご案内 

   所 在 地 ： 東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティタワー 4 階 

（京王新線 初台駅東口から徒歩 2分） 

 

  
 

 

 

 

 

 

 


